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たす｡ この着色の防止のために注射液等の製造に際しては, 着色容器, 遮光包装紙の使用, あるいは還元
≠批 チオ尿素, ニコチン酸アミド, カフェイン, サッカリンなどの添加がなされている｡ このような方法
によって着色が防止されるためか, これら薬品の不安定性にもかかわらず光分解に関する研究はきわめて
少なく, 光化学的には塩酸クロルプロマジンなどについて二, 三の研究がなされているのみで, 製剤学的
















( 1 ) 光酸化的分解
a ) スルホオキシ ド体生成反応 : 10位に 3-アルキルアミノ トープロピル基 (以下 n- プロピル型と略
す) を有する化合物の光酸化における主反応となる｡
b ) 2 豊体生成反応 : 2位にメトキシル基, 10位に n- プロピル型側鎖を有する化合物における比較
的酸素量の少ない場合の主反応となる｡
C ) フェノチアゾン体を生成する10位側鎖の開裂反応 : スルホオキシド休生成反応に伴って起こるこ
とが多く, とくは 10位に 2- ジアルキルアミノエチル基 (以下エチル型と略す) を有する化合物に
おいて顕著となる｡ 赤色への着色の原因となる｡
d ) フェノチアジン体, 10-メチルフェノチアジン体などを生成する10位側鎖の開裂反応 : 10位に 2-
ジアルキルアミノ 1ー-プロピル基 (以下 iso- プロピル型と略す) を有する化合物に共通した分解反
応で, 通常分解産物は沈殿として析出する｡
( 2 ) 嫌気的条件での光分解
a ) 2-ジメチルスルファモイルフェノチアジン類の分解 : 2 位にジメチルスルファモイル基を有する
化合物に特異な反応で, 2-スルホン酸誘導体を生成する｡








に影響をおよびす要因について検討を加え, さらに各分解反応について, 分解速度におよぼす 2 位置換基
あるいは10位側鎖の効果を比較した｡
すなわちスルホオキシ ド体生成反応については, 2位にジメチルスルファモイル基あるいはニ トリル基
を有する化合物の反応速度が非置換体あるいはアセチル基を有する化合物に比してきわめて大きく, また
同じ置換基を有する化合物の問では n- プロピル型側鎖を有する化合物がエチル型化合物に比して分解さ
れやすいことを知った｡ これらの置換基あるいは側鎖の効果に関して, iso- プロピル側鎖の開裂反応, 2
量体生成反応, スルホオキシ ド体の還元反応においても同様な傾向を認めた｡ また分解は pH が低いほど
速 く進むことも明らかとなった｡




















たところ種々の分解反応を起すことを知り, 分解産物の同定, 分解速度, 液性の分解に及ぼす影響, 酸素
量の影響ならびに置換基の効果について検討を加え, これに基いて, 光分解の防止方法を検討した｡
2位および10位に種々の置換基を有する誘導体は主として光酸化的な分解反応を起し, スルホオキシド
の生成反応, 2 量体の生成反応および10位アルキルアミノアルキル側鎖の開裂反応があり, 嫌気的条件下
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